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投資対象ファンドの資産内容（2026年4月末時点）

設定後のポートフォリオについて

ノムラ・エマージング・オープン

国・地域別配分

投資対象ファンドは主に新興国の企業を投資対象としますが、新興国からの収益の多い先進国なども投資することがあります。
配分は純資産比です。国・地域は発行国・地域で区分しています。業種はGICS分類に基づきます。
上記は投資対象ファンドの上位組入銘柄の参考情報を提供することを目的としており、特定銘柄の売買等の推奨、また価格等の上昇や下落を示唆するものではありません。
（出所）ノムラ・アセットマネジメント・インターナショナル（NAMI）の情報提供を基に野村アセットマネジメント作成

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。 1

業種別配分

組入上位10銘柄

銘柄 国・地域 業種 純資産比
SKスクエア 韓国 資本財・サービス 9.9%
SKハイニックス 韓国 情報技術 9.6%
サムスン電子 韓国 情報技術 9.3%
台湾セミコンダクター 台湾 情報技術 9.1%
マイクロン・テクノロジー 米国 情報技術 4.8%
リライアンス・インダストリーズ インド エネルギー 4.2%
サムスンC&T 韓国 資本財・サービス 4.2%
テンセント・ホールディングス 中国 コミュニケーション・サービス 3.7%
メディアテック 台湾 情報技術 2.8%
アリババ・グループ・ホールディング 中国 一般消費財・サービス 2.4%

組入銘柄数：81

平素より「ノムラ・エマージング・オープン」（以下、ファンドといいます。）をご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。ファンド
は2026年4月21日の設定以降、ETF（上場投資信託）も活用しながら投資対象ファンドを通じて新興国株式の
組み入れを進めてまいりました。2026年5月19日現在、ファンドにおける投資対象ファンドの組入比率は99.0％と
なりました。以下ではご参考までに、2026年4月末時点の投資対象ファンドの資産内容についてお知らせいたします。

ファンドが投資対象とする外国投資法人「ノムラ・ファンド・ソリューションズ－ノムラ・エマージング・マーケッツ・ファンド」の資産内容



投資環境

2026年の新興国株式市場は概ね堅調に推移しており、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、
米ドルベース）は年初来で19.5%上昇しています（2026年5月15日時点）。
1月から2月にかけては、台湾の大手半導体企業の好決算を受けてAI向け半導体の需要増加が期待されたこと
や、米国でトランプ大統領の相互関税を違憲とした連邦最高裁の判断が好感されたことなどから上昇基調で推移し
ました。3月に入り、米国とイスラエルによるイランへの軍事攻撃開始を受け、投資家のリスク回避姿勢が強まったこと
などから反落しましたが、4月には停戦合意を背景にイラン情勢に対する過度な懸念が後退する中、投資家のリスク
選好姿勢が強まったことなどから反発しました。5月に入ってからは、良好な需給環境を背景に韓国のメモリ半導体
企業が上昇したことなどを受けて、上昇基調が継続しています。

2＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

運用チームによる市場見通しと今後の運用方針について

当戦略（投資対象ファンドが用いる運用戦略）を担当するノムラ・アセットマネジメント・インターナショナル
（NAMI）の運用チームは、新興国株式市場について、足元では中東の地政学リスクとそれに伴うサプライチェーン
（供給網）の混乱が生じているものの、引き続き前向きな見通しを持っています。一方、新興国株式市場は相対
的にボラティリティ（価格変動性）が高く、国別、セクター別などでパフォーマンス格差が生じやすい市場です。そのた
め、コモディティ関連銘柄やアジアのAI関連銘柄と、国内経済などの影響を受けやすい銘柄やバリュエーション（投
資価値評価）の面で割高になっている銘柄との間で格差が生じやすい展開が続くと想定しています。
通商および地政学上のリスクには警戒が必要なものの、デジタル化の進展とコンピューティング※需要の高まりは、
魅力的かつ長期的な投資機会であると引き続き考えています。特に最先端の半導体製造を担う企業は、市場の
成長を大きく取り込むうえで有利な立ち位置にいるとみています。より広い観点では、新興国における都市化の進展、
生産性の向上、生活水準の改善などに伴う成長機会を取り込むことができる企業に魅力的な投資機会があると考
えています。
※コンピュータを利用してデータを処理・加工する技術・プロセス

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
上記は当資料作成時点におけるNAMIの運用チームの見解であり今後変更される場合があります。
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ファンドの特色

詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

＜当資料について＞●当資料は、ファンドに関する参考情報の提供を目的として野村アセットマネジメントが作成したご参考資料です。●当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成して
おりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。●当資料中の記載事項は、全て当資料作成時以前のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。●当資料中のい
かなる内容も将来の運用成果または投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。
＜お申込みに際してのご留意事項＞ ●ファンドは、元金が保証されているものではありません。●ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。●ファンドの分配金は、投資信託
説明書（交付目論見書）記載の「分配の方針」に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額につ
いて示唆、保証するものではありません。●お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。



お申込み・投資信託説明書
（交付目論見書）のご請求は
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（2026年5月現在）

お申込みメモ

当ファンドに係る費用

ご
購
入
時


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

